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〇障害福祉に関するアンケート調査の結果 

    本計画を策定するにあたり、本県における障害者の実態や、今後の障害者施

策に関する希望などを把握するため、障害のある方々を対象にアンケート調査

を実施しました。 

   （１）調査の概要 

     ①調査の時期 

       平成 30年 7月～8月 

     ②調査の対象・方法 

       長崎県在住の各手帳所持者から無作為抽出した対象者へ調査票を 

郵送 

     ③回答の状況 

     

       

    

       

 

 

 

   

（単位：人、％）

総数

（30.3.31現在）

（Ａ）

抽出数

（Ｂ）

有効回答数

（Ｃ）

回答率

（Ｃ/Ｂ）

身体障害者

（身体障害者手帳）
74,922 1,500 537 36%

知的障害者

（療育手帳）
15,054 1,000 365 37%

精神障害者

（精神障害者保健福祉手帳）
10,981 1,000 371 37%
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 （２）調査結果の概要    

①主な支援者 

  最も割合が高いのは、身体障害のある人が、「配偶者」で 39.6％、知的障害

のある人が、「福祉施設や医療関係の職員（世話人含む）」で 47.8％、精神障

害のある人が、「父母」で 32.9％となっています。前回のアンケートと比べる

と、知的障害のある人の「父母」の割合が減って「福祉施設や医療関係の職員

（世話人含む）」の割合が高くなっています。 

 

 

39.6%

6.9%

0.4%

3.3%

17.2%

0.8%

0.6%

3.6%

0.2%

11.1%

1.0%

0.8%

14.7%

3.3%

36.3%

0.3%

4.7%

0.0%

1.1%

0.3%

2.2%

0.0%

47.8%

0.8%

0.3%

3.0%

15.9%

32.9%

1.6%

4.9%

3.3%

1.9%

1.9%

7.1%

0.5%

15.6%

1.4%

0.8%

12.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

配偶者

父母

祖父母

兄弟姉妹

子ども・孫

（子ども・孫の配偶者含む）

その他の家族・親族

家族以外の同居人

ホームヘルパー・家政婦等

ボランティア等

福祉施設や医療機関の職員（世話人含

む）

その他

必要だが世話をしてくれる人がいない

世話をしてもらう必要がない

身体障害のある人（ｎ＝523）

知的障害のある人（ｎ＝364）

精神障害のある人（ｎ＝365）
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②外出時の移動手段（複数回答） 

最も割合が高いのは、身体障害のある人が、「自分の自動車・バイク・自転車

（自分が運転）」で 33.5％、知的障害のある人が、「施設の自動車」で 45.8％、

精神障害のある人が、「バス・電車・ＪＲ」で 52.5％となっています。前回のア

ンケートと比べると身体障害のある人の「バス・電車・ＪＲ」の割合が減って「自

分の自動車・バイク・自転車」の割合が高くなっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.0%

24.9%

33.5%

29.2%

20.0%

1.1%

19.6%

3.8%

38.9%

8.2%

6.0%

34.8%

21.4%

0.3%

45.8%

1.9%

52.5%

21.6%

22.4%

26.5%

26.2%

1.4%

10.9%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バス・電車・ＪＲ

タクシー

自分の自動車・バイク・自転車（自分が運転）

家族の自動車・バイク・自転車（家族が運転）

徒歩・車いす

ボランティアの自動車

施設の自動車

その他
身体障害のある人（ｎ＝531）

知的障害のある人（ｎ＝365）

精神障害のある人（ｎ＝366）
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③外出時に不便・困難に感じること（複数回答） 

  最も割合が高いのは、身体障害のある人が、「道路・建物の段差等が不便」で

30.1％、知的障害のある人は、「会話や情報伝達ができない」で 32.7％、精神障

害のある人は、「交通費の負担が大きい」と「まわりの人の目が気になる」がどち

らも 32.2％となっています。前回のアンケートと比べると「その他」の割合が増

えており、内容としては「特にない」という意見から「障害者用スペースに健常

者が車を止めている」、「支援者の都合がつかないと外出できない」、「バスの便

が少ない」、「公衆トイレが少ない」などの意見がありました。 

 

8.7%

21.6%

6.2%

10.2%

30.1%

22.9%

17.5%

18.7%

6.7%

6.2%

5.2%

26.4%

7.3%

7.7%

14.1%

20.8%

32.7%

16.0%

12.8%

13.8%

12.8%

6.7%

9.6%

8.7%

21.5%

4.8%

10.8%

32.2%

32.2%

15.0%

9.6%

11.1%

3.8%

5.7%

4.8%

11.8%

11.5%

21.7%

7.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

付き添ってくれる人がいない

交通費の負担が大きい

まわりの人の目が気になる

会話や情報伝達ができない

道路・建物の段差等が不便

電車・バス等の乗り降りが不便

障害者用のトイレが少ない

障害者用駐車スペース等、障害者に配慮した

設備が不十分

道路上に自転車や看板等の障害物があって通

りにくい

必要とするとき周りの人の手助けや配慮が足

りない

外出したいが、外出するところがない

その他

外出しないのでわからない

身体障害のある人（ｎ＝481）

知的障害のある人（ｎ＝312）

精神障害のある人（ｎ＝314）
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④現在の就職先へ就職した経緯（複数回答） 

最も割合が高い（「その他」を除く。）のは、身体障害のある人が、「家族・

親族・知人等の紹介」で 28.7％、知的障害のある人が、「就業・生活支援セン

ターの支援」で 30.2％、精神障害のある人が、「ハローワークの紹介」で

44.9％となっています。前回のアンケートでは全てにおいて割合が高かった「家

族・親族・知人の紹介」のうち知的障害のある人、精神障害のある人で別の経緯

による就職が増えています。また、その他の回答として「学校」、「求人誌」、

「新聞」、「ネット」などの回答がありました。

 

⑤仕事上、不便・困難を感じること（複数回答） 

  身体障害のある人、知的障害のある人、精神障害のある人の全てにおいて、

「収入が少ない」の割合が前回アンケートと同様に高くなっています。 

 

3.7%

2.8%

17.6%

28.7%

52.8%

19.0%

30.2%

22.2%

11.1%

28.6%

14.5%

10.1%

44.9%

29.0%

20.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障害者職業センターの支援

就業・生活支援センターの支援

ハローワークの紹介

家族・親族・知人等の紹介

その他

身体障害のある人（ｎ＝108）

知的障害のある人（ｎ＝63）

精神障害のある人（ｎ＝69）

35.2%

5.6%

3.7%

8.3%

9.3%

12.0%

9.3%

5.6%

33.3%

36.8%

12.3%

3.5%

14.0%

7.0%

1.8%

33.3%

15.8%

10.5%

65.7%

13.4%

13.4%

22.4%

10.4%

1.5%

35.8%

17.9%

16.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

収入が少ない

通勤に困る

雇用主の理解がない

知識・技術の不足

職場の設備や環境に不具合がある

高齢で重労働ができない

職場の人間関係

意思の伝達ができない

その他
身体障害のある人（ｎ＝108）

知的障害のある人（ｎ＝57）

精神障害のある人（ｎ＝67）
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⑥仕事を続ける上での必要な環境や支援（複数回答） 

  身体障害のある人、知的障害のある人、精神障害のある人の全てにおいて、「障

害にあった仕事」の割合が高くなっています。前回のアンケートと比べると身体障

害のある人と知的障害のある人で「妥当な賃金」の割合が減少しています。 

 

⑦障害や生活上の相談相手 

 身体障害のある人、知的障害のある人、精神障害のある人の全てにおいて、「家

族や親族」の割合が前回アンケートと同様に高くなっています。 

 

5.6%

26.9%

18.5%

7.4%

2.8%

8.3%

43.5%

17.5%

42.1%

24.6%

14.0%

10.5%

3.5%

17.5%

14.9%

58.2%

47.8%

23.9%

7.5%

6.0%

17.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

送迎等の通勤手段の確保

障害にあった仕事

妥当な賃金

就労のための技術支援

職場内に介助者がいること

職場のバリアフリー化

その他

身体障害のある人（ｎ＝108）

知的障害のある人（ｎ＝57）

精神障害のある人（ｎ＝67）

72.8%

5.0%

9.8%

2.1%

0.8%

1.1%

1.1%

2.5%

6.5%

4.8%

4.4%

46.2%

4.3%

43.0%

0.9%

0.6%

0.6%

1.7%

6.3%

6.8%

6.6%

1.7%

57.3%

5.5%

10.2%

4.7%

0.6%

1.1%

1.7%

4.4%

21.9%

3.3%

6.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

家族や親族

友人・知人・近所の人

入所・通所している福祉施設の職員

ホームヘルパーや訪問看護師等

学校や職場の関係者

市及び町・県等の職員

障害者相談員や民生委員・児童委員

相談支援事業所の職員

医師、看護師、精神保健福祉士等

その他

相談する人がいない

身体障害のある人（ｎ＝481）

知的障害のある人（ｎ＝312）

精神障害のある人（ｎ＝314）
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⑧現在、生活の中で困っていることや将来に対する不安や悩み（複数回答） 

  身体障害のある人、知的障害のある人、精神障害のある人の全てにおいて、「自

分の障害者健康上の心配、悩み」の割合が高くなっています。前回のアンケートと

比べると知的障害のある人の「将来の生活が不安」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

64.6%

24.8%

34.6%

33.8%

3.8%

3.2%

7.8%

4.0%

2.2%

5.2%

10.8%

8.4%

45.7%

23.9%

30.1%

39.8%

7.7%

9.1%

7.7%

14.2%

10.9%

9.1%

9.7%

16.2%

66.6%

32.0%

57.7%

61.3%

15.9%

17.5%

23.4%

10.3%

15.9%

23.1%

3.3%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自分の障害や健康上の心配、悩

み

家族の障害や健康上の心配、悩

み

経済的な不安

将来の生活が不安

仕事の不満、悩み

周囲の理解がない

生きがいを見出せない

財産の管理が心配

結婚問題の不安、悩み

友達がいない

その他

不安や悩みごとはない

身体障害のある人（ｎ＝500）

知的障害のある人（ｎ＝339）

精神障害のある人（ｎ＝359）
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⑨今後利用したいサービス（複数回答） 

  最も割合が高いのは、前回のアンケートと同様に身体障害のある人及び精神障害

のある人が、「バス等の交通費の助成」でそれぞれ 22.5％と 32.6％、知的障害の

ある人が、「福祉施設への入所」で 21.8％となっています。また、その他の意見

として「訪問看護」、「訪問リハビリ」、「日中一時預かり」などがありました。 

 

11.8%

8.6%

9.7%

5.8%

9.9%

0.6%

4.1%

6.7%

5.8%

11.4%

1.5%

0.4%

3.6%

4.5%

22.5%

0.2%

0.6%

22.7%

21.2%

4.3%

8.6%

8.9%

7.9%

21.8%

13.5%

17.2%

11.9%

13.5%

4.0%

0.7%

2.0%

1.0%

2.6%

16.8%

0.7%

5.9%

19.8%

12.2%

8.9%

7.0%

6.1%

1.3%

3.8%

7.7%

20.1%

21.1%

14.7%

4.8%

0.3%

2.9%

1.3%

4.2%

32.6%

0.3%

6.4%

12.8%

17.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

ホームヘルパー等による介護や日常生活への支援

外出等の付き添いや支援（移動支援）

通いで訓練等を受けるサービス

福祉施設への短期入所

福祉施設への入所

共同生活の支援

生活自立のための訓練や支援

働くための訓練や支援

相談支援事業所等の相談窓口

日常生活用具の給付

点字・朗読・手話等のコミュニケーション支援

権利擁護や虐待防止のための支援

訪問による入浴サービス

訪問による配食サービス

バス等の交通費の助成

放課後や夏休み等の休暇中の児童生徒の支援

発達障害に関する支援

その他

いずれも利用したくない

身体障害のある人（ｎ＝466）

知的障害のある人（ｎ＝303）

精神障害のある人（ｎ＝313）
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⑩大きな災害が起きた場合に心配なこと（複数回答）  

 最も割合が高いのは、前回のアンケートと同様に身体障害のある人、知的障害の

ある人、精神障害のある人の全てにおいて、「避難所での生活が心配」となってい

ます。また、その他の意見として「視覚障害があり夜間の行動が困難」、「洋式ト

イレがない」、「金銭面の不安」、「パニック時にどうしたらいいかわからない」

などがありました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.7%

14.9%

17.4%

32.7%

13.1%

18.4%

53.9%

35.2%

12.3%

5.3%

18.0%

23.1%

27.1%

16.6%

28.6%

41.8%

34.2%

57.5%

28.0%

9.8%

4.9%

13.8%

28.9%

18.7%

26.2%

22.6%

29.2%

28.3%

62.0%

47.0%

9.6%

3.6%

12.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

正確な情報が提供されない

救助を求めることができない

救助を求めてもすぐ来てくれる人がいない

安全なところまで避難することができない

まわりの人とコミュニケーションがとれない

災害状況や避難場所、物資の入手方法がわからな

い

避難所での生活が心配

必要な薬の入手や治療を受けられない

補装具や日常生活用具が使用できない

酸素ボンベや呼吸器・人工呼吸器等が使えない

その他
身体障害のある人（ｎ＝495）

知的障害のある人（ｎ＝325）

精神障害のある人（ｎ＝332）
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⑪障害のある人に対する県民の理解 

  「かなり深まったと思う」と「ある程度深まったと思う」の割合が、身体障害の

ある人が 29.9％、知的障害のある人が 21.7％、精神障害のある人が 22.4％となっ

ています。これに対し、「あまり深まったとは思えない」と「まったく深まったと

は思えない」の割合が身体障害のある人は 31.3％、知的障害のある人が 35.3％、

精神障害のある人で 42.1％となっています。前回のアンケートと比べると「深ま

ったとは思えない」の割合が身体障害のある人と精神障害のある人で高くなってい

ます。 

 

⑫障害のある人に対する県民の理解を深めるために必要なこと（複数回答） 

 最も割合が高いのは、前回のアンケートと同様に身体障害のある人、知的障害の

ある人、精神障害のある人の全てにおいて、「学校での教育」となっています。ま

た、その他の意見として「ＴＶの広報」、「体験学習」、「障害のある人が積極的

に動きイベント等へ参加すること」などがありました。 

  

4.3%

25.6%

25.0%

6.3%

36.0%

2.8%

2.6%

19.1%

28.9%

6.4%

41.6%

1.4%

4.9%

17.5%

30.9%

11.2%

33.5%

2.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

かなり深まったと思う

ある程度深まったと思う

あまり深まったとは思えない

まったく深まったとは思えない

わからない

その他
身体障害のある人（ｎ＝508）
知的障害のある人（ｎ＝346）
精神障害のある人（ｎ＝349）

48.9%

24.9%

27.7%

33.6%

29.7%

52.1%

24.6%

29.1%

35.0%

22.3%

50.3%

38.4%

39.1%

32.8%

16.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

学校での教育

講演会やシンポジウム等のイベント

企業等での職員研修

ボランティア活動の促進

その他

身体障害のある人（ｎ＝458）
知的障害のある人（ｎ＝309）
精神障害のある人（ｎ＝320）
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⑬「障害のある人もない人も共にいきる平和な長崎県づくり条例」の認知について 

  「知っている」の割合が、身体障害のある人が 17.2％、知的障害のある人が

11.9％、精神障害のある人が 13.6％となっています。今回のアンケートから追加

した内容で条例を「知らない」方が多数となっています。 

 

 

⑭障害に関する差別 

  「まったくない」の割合が、身体障害のある人が 64.6％、知的障害のある人が

31.1％、精神障害のある人が 38.5％となっています。これに対し、「よくある」と

「時々ある」の割合が身体障害のある人は 25.7％、知的障害のある人が 49.8％、精

神障害のある人で 55.4％となっています。前回のアンケートと同様に知的障害のあ

る人と精神障害のある人で「よくある」、「時々ある」の割合の方が「まったくな

い」の割合より高くなっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.2%

82.8%

11.9%

88.1%

10.2%

89.8%

13.6%

86.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

知っている

知らない

身体障害のある人（ｎ＝512）

知的障害のある人（ｎ＝353）

精神障害のある人（ｎ＝344）

全体（ｎ＝1,209）

3.1%

22.6%

64.6%

9.6%

12.0%

37.8%

31.1%

19.1%

9.3%

46.1%

38.5%

6.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

よくある

時々ある

まったくない

その他
身体障害のある人（ｎ＝509）
知的障害のある人（ｎ＝341）
精神障害のある人（ｎ＝343）
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⑮行政が充実すべき障害のある人に対する支援（複数回答） 

 最も割合が高いのは、前回のアンケートと同様に身体障害のある人、知的障害の

ある人、精神障害のある人の全てにおいて「年金や手当の充実」となっています。 

 
 

34.1%

18.7%

16.1%

11.1%

19.6%

12.1%

57.7%

19.0%

8.9%

10.9%

25.2%

41.1%

22.6%

19.4%

11.7%

11.9%

8.7%

33.1%

27.8%

18.3%

4.0%

15.9%

36.8%

27.6%

17.8%

7.5%

28.7%

13.2%

46.8%

17.0%

22.4%

16.1%

17.2%

30.5%

17.0%

20.4%

22.1%

16.1%

17.5%

31.6%

36.2%

10.1%

6.6%

18.7%

48.0%

28.5%

21.8%

15.7%

39.0%

23.8%

62.8%

29.9%

18.3%

27.3%

25.0%

47.7%

20.6%

32.3%

24.4%

15.1%

21.2%

33.7%

41.3%

15.1%

2.0%

14.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

障害者に対する社会全体の理解を深めるための啓

発や人権教育の充実

障害の特性や程度に応じた障害児保育・教育の充

実

早期発見・早期療育体制の確立（５歳児検診の実

施等）

県の審議会や委員会等への障害者の参画（登用）

就労支援の充実（働くための訓練や職業紹介、就

労後の指導等）

障害者の自己決定支援の確立

年金や手当等の充実

公営住宅への障害者優先入居等住宅施策の充実

地域で共同生活ができる住まいの整備

障害者の結婚や子育て等に対する支援の充実

在宅生活を支えるための医療の充実

通院・治療のための医療費の助成

デイサービスや外出支援等の在宅サービスの充実

情報提供や相談窓口の充実

障害者同士や地域の人と交流ができる場の整備

ボランティアの育成と活動支援

文化・スポーツ・レクリエーション等を通じた社

会参加の支援

緊急時や災害時の支援体制の充実

障害者にやさしいまちづくりの推進

福祉介護機器等の開発支援

その他

特になし

身体障害のある人（ｎ＝504）

知的障害のある人（ｎ＝348）

精神障害のある人（ｎ＝344）


